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い
っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
南
町
御
荘
地
区
沿
岸
津
波
対
策

検
討
委
員
会（
第
１
回
）」
を
開
催
し
ま
し
た

愛
媛
県
か
ら

『
第
４
回
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
放
映
』

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

　
愛
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
の
健
康
で
ま
じ
め
に
働
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
同
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
御
荘
支
所
内
、
TEL

７
３
︱

２
９
０
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お知らせ

　
愛
南
土
木
事
務
所
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津

波
被
害
が
大
き
い
と
想
定
さ

れ
る
御
荘
地
域
の
３
海
岸（
御

荘
港
海
岸
、
長
崎
海
岸
、
成

碆
海
岸
）を
対
象
と
し
て
、
県

下
で
初
め
て
と
な
る
津
波
対

策
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
愛
南
土
木
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
愛
南
土
木
事
務
所 

建
設
課 

TEL
０
８
９
５
︱

７
２
︱

１
１
４
５

お知らせ

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
「
第
４
回
あ

い
な
ん
医
療
研
修
会
」
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
か
？
９
月
の
同
局
の
放
映
内

容
に
は
各
地
の
運
動
会
や
敬
老
会
な

ど
楽
し
い
番
組
が
あ
り
、
合
い
間
に

私
た
ち
の
研
修
会
の
様
子
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
少
し
か
た
い
話
の
よ
う

に
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
師
の
先
生
は
新
聞
記
者

の
足
立
智と

も

和か
ず

さ
ん
で
し
た
。
講
演
は

わ
か
り
や
す
く
、愛
南
町
と
似
た
地
域

の
話
で
と
て
も
関
心
が
も
て
ま
し
た
。

　
主
な
講
演
内
容
は
、
私
た
ち
と
同

じ
女
性（
母
親
）が
中
心
と
な
っ
て
立

ち
上
げ
た
「
県
立
柏
原
病
院
の
小
児

科
を
守
る
会
」
の
話
で
し
た
。
そ
の

会
の
活
動
か
ら
、
医
療
を
共
に
考
え

る
お
じ
さ
ん
の
会
や
救
急
の
先
生
方

の
手
助
け
と
し
て
、
お
弁
当
を
作
り

届
け
る
婦
人
の
会
な
ど
が
立
ち
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
医
療
者

と
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
命
を
守
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
南
町
保
健
福
祉
課
か
ら

は
、
医
学
生
を
対
象
と
し
た
取
組
や

愛
南
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

活
動
な
ど
が
、
ま
た
消
防
本
部
か
ら

は
、
救
急
車
の
出
動
要
請
で
は
、
高

齢
者
が
約
７
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
、
管
外
搬
送（
郡
外
）が
増
え
て
い

る
こ
と
、
軽
症
者
が
多
い
こ
と
な
ど

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が
愛
南
町
の
住

民
の
命
を
守
る
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

TEL
７
３
︱

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am

oru@
g
m

ail.com

 11/
    2



p20広報あいなん

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
禁
止
指
示
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
か
ら

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
様
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

ご
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

利
率
　
年
２
・
05
％
　
※
平
成
27
年
11
月
10
日
現
在

ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
方

な
ど
は
３
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。）

使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

ご
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
金
等
返
済
（
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
も
可
能

で
す
。）

問
合
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
５
７
０
︱

０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

TEL
０
３
︱

５
３
２
１
︱

８
６
５
６

お知らせ

　
愛
媛
県
内
に
お
い
て
、
今
年
か
ら
３
年
間
、
親
ウ
ナ
ギ
産
卵
期
間
の

間（
10
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日
）は
全
長
25
㎝
を
超
え
る
ウ
ナ
ギ
の
採

捕
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
３
年
間
（
平
成
27
年
10
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
）
、
採
捕
で
き
る
ウ
ナ
ギ
は
全
長
25
㎝
超
で
、
か
つ

４
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
禁
止
期
間
中
は
、
漁
具
・

漁
法
問
わ
ず
採
捕
し
て
は
な
ら
ず
、
混
獲
さ
れ
た
場
合
で
も
原
則
逃
が

す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
指
示
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
漁
具
を
用
い
た
採
捕
は
許

可
制
と
な
っ
て
お
り
、
全
長
25
㎝
未
満
の
ウ
ナ
ギ
の
採
捕
は
、
愛
媛
県

内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局  

愛
南
水
産
課 

TEL
７
２
︱

１
３
２
２

お知らせ

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

四
国
財
務
局
か
ら

　
四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に

「
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
へ

の
引
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
担
当
者
が
か
け
直
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　

　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

連
絡
先

　
四
国
財
務
局  

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

 

TEL
０
８
７
︱

８
３
１
︱

２
１
５
５

お知らせ

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
大
洲
市
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
か
ら

　
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し
打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
被
害
に
つ
い
て
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
等
の
救
済
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
参
加
予
約
、
参
加
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
19
日（
土
）  

14
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所
　
大
洲
市
民
会
館  

２
階  

第
１
会
議
室

問
合
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
事
務
局 

TEL
０
８
２
︱

２
２
３
︱

６
５
８
９

お知らせ
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　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※1回の相談人数は5人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　１２月８日（火）14時〜16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１２月１６日（水）14時〜16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（TEL70−1236）までお
問い合わせください。

−忘れた頃に。−

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

−あいなん音故地新−
　苦しい経験をするのも悪くない。生きてるといいこともあればそうでないこともある。

何事もなく浮きも沈みもせずに、ただぷかぷかと水面に浮いて流されとく、っていうの

もたまにはいいけど、ずっとそういうワケにはいかん。自分の足で歩いて、草をかき分け

て、よじ登ってたまには気持ちがいいくらいすっ転んで、泣き叫ぶこともあるやろう。あ

たしにも何年かにいっぺんやってくる。とてつもなく高い山が。前にも同じように痛い思

いをしたはずなのに、時間とともに記憶は薄れて、それと同時に感謝することも薄れてき

てたんかもしれん。

　必要なときに必要な人や出来事に会うって前に書いたけど、そんなあたしに必要なとて

つもなく高い山が目の前にそびえ立った。毎日が灰色で生きた心地がせんかった。いろん

な人に助けられて、支えられてなんとかよじ登ったら、そ

れから後に出会う山が小さく見えた。あのときに比べたら

今のツラさなんて、って思えて。前を向くために必要な逆

境やったんやろな。今はそう思う。痛みを忘れたらまた目

の前に現れるんやろな。　　　　　 　　　（テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノ

ヒラ」のボーカルとして、東京を

拠点に全国で活躍中。城辺小〜城

辺中〜南宇和高校出身

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
か
ら

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　
第
１
回
　
〜
平
成
28
年
２
月
29
日（
月
） 

　
　
　
　
　
第
２
回
　
平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

問
合
せ

　
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

TEL
０
８
９
︱

９
２
３
︱

８
５
４
４

お知らせ

受
験
資
格
　
中
卒（
見
込
含
む
。）で
17
歳
未
満
の
男
子

申
込
期
日
　
平
成
28
年
１
月
８
日（
金
）

第
１
次
試
験
日
　
平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

第
１
次
試
験
会
場
　
宇
和
島
市
役
所

試
験
科
目
　
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
（
択
一
式
）
、
作
文

（
５
０
０
字
程
度
）

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

TEL
０
８
９
５
︱

２
３
︱

５
４
３
１

お知らせ


